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＜連絡事項＞
・本日17：15～グループ内研修実施予定。
「救急対応」西村SGM　　メンタル3階会議室
＜患者様連絡事項＞
・ユニット移動　　沼山　深雪様～東A11号室から東D20号室
安達　貴浩様～東A14号室から東B3号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放観察前からドア蹴り見られ、開放開始後もテンキードアを蹴る事や、ユニットから出ようとする様子があり、10：30頓服服用。服用後は落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。意味不明な発言は継続して聞かれているが、食事・服薬は説明にて実施出来ている。脱衣行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・駒木　洋士様～終日隔離中。不穏さや多弁さは無いが、女性スタッフ対応時には性的発言聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者様＞
・三上　キネ様～夜間酸素飽和濃度の低下と38℃台の発熱あり、吸引と体位工夫にて酸素飽和濃度90％以上キープする。日中はバイタルサイン異常無いが、一時的に酸素飽和濃度低下あり吸引施行し、酸素5L継続し99％にて経過。尿量は少なく、6/27は500ml。
・柏山　知也様～午前中は落ち着いて過ごすことが出来ているが、午後より奇異な行為や多弁さあり。特定の患者様との接触が目立ち、自ら干渉している様子あり。
・吉島　知寿子様～自らホールに来て食事摂取しており、対面時は穏やか。介入への拒否もなく、他者交流見られている。
・中居　秀雄様～帰宅要求強くAユニットにて見守り行っているが、テンキードア弄り見られている。対面時の粗暴性はなく、朝食は拒食見られていたが、昼食は2/3摂取。面会時に妻様から退院させたいと話がある。希望があれば主治医面談を組むことを説明すると、息子夫婦と話し合い連絡を頂く事としている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・服部　英喜様～ハップスター1P処方。外泊の希望あり、妻様と話し合うよう説明。
・松本　好子様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・佐藤　俊也様～プログラムは拒否。
・袴田　将志様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・木村　正志様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・矢崎　サカエ様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・江刺家　キヨ様～臨時薬同内容にて7日分処方。他科受診は終了した為、退院進めるよう指示あり。
・渡辺　節子様～臨時薬同内容にて7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・泉山　紀子様～タベジール　7日分処方。
・橋本　拓実様～ナジフロクリーム1本処方。

＜新入院患者様情報＞
氏    名：小向　静江様

生年月日：昭和48年9月10日　45歳

病    名：適応障害

性    別：女性

病　　棟：東病棟Aユニット

主治医  ：田名部Dr

入院形態：医療保護入院
(経過）

　H30年6月18日、「死にたい」と外で泣き叫んでいる事があり、近隣住民から三戸保健所へ相談。6月20日に保健師が自宅訪問している。その際保健師とは泣きながらも色々な対話が出来ていた。6月中旬より将来の不安や悲観的発言や死にたいと考えるようになっていた様子。本人が車を乗り、母と姉と死ぬ場所を探しに行ったと話していた。

　これまでの日赤病院への受診既往あるが、通院の継続は出来ていなかった。これらの状況を保健所から対応相談あり。入院調整実施し、H30.6.28当院初診、同日13：30東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
(備考)
・業者洗濯
・緊急時搬送希望
・売店での買い物は私物発注で可
・食事内容：粥・常菜
